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～
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究
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日
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化
史
研
究
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日
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史
学
会
）
三
八

日
本
民
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学
（
日
本
民
俗
学
会
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五
〇
・
二
五

　
二
日
本
歴
史
学
協
会
年
報
（
日
本
歴
史
学
協
会
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二

　
二
白
山
史
学
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洋
大
学
白
山
史
学
会
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三

飛
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・
藤
原
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発
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調
査
出
土
木
簡
概
報
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奈
良

　
文
化
財
研
究
所
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美
術
研
究
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東
京
文
化
財
研
究
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九
一
～
三

　
九
二
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建
師
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大
學
学
報
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建
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範
大
全
図
書
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四
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二
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史
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史
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カ
イ
ブ
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ニ
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ー
ズ
レ
タ
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（
入
間
文
化
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究
機
構
国
文
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研
究
資
料
館
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七

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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五
…
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神
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研
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神
道
史
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五
五
一
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済
論
集
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ソ
ウ
ル
大
学
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経
済
研
究
所
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四
六

　
一
二

史
泉
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関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
〇
七

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
三

　
二
龍
谷
二
十
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
第
＝
轟
轟

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
四
三

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
九
一
巻
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
、
論

説
三
本
、
研
究
ノ
ー
ト
ニ
本
、
書
評
二
本
、
紹
介

一
本
と
い
う
充
実
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。
執
筆
者
の
顔
ぶ
れ
も
、
大
学
院
生
か
ら
大

学
教
授
に
い
た
る
ま
で
幅
広
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
新
た
な
史
資
料
の

発
掘
に
よ
る
成
果
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
に

も
知
ら
れ
て
き
た
史
資
料
を
再
吟
味
す
る
こ
と
で

歴
史
の
理
解
を
深
め
て
い
く
ス
タ
イ
ル
の
論
考
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
月
並
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
史
料
批
判
や
吟
味
と
い
っ
た
基
礎
的
な
作
業

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

号
に
な
っ
た
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
前
号
か
ら
本
誌
の
｝
般
販
売
が
始
ま
り

ま
し
た
。
前
号
は
特
集
号
で
し
た
の
で
、
店
頭
に

並
ぶ
通
常
号
と
し
て
は
本
号
が
初
め
て
で
す
。
一

般
の
方
に
も
、
個
別
の
学
問
分
野
の
み
で
構
成
さ

れ
た
雑
誌
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
知
の
広

が
り
、
そ
し
て
深
み
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
『
史

林
燥
の
盤
界
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
和
央
）

含
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
峯
顎
＼
〉
妻
く
し
・
8
島
節
ρ
堂
ω
ゴ
～
鵠
ロ
Φ
×
．
窯
邑

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

…｝

B。
B。

l
竺
…
璽
語
欄
定
璽
一
δ
○
円

史
　
　
林
　
　
第
九
一
巻
第
二
号
（
通
巻
第
四
六
八
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
翻
内

　
　
　
　
　
と
　
　
さ

　
　
　
　
　
匿
A
淵
（
〇
七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七

発
行
入

印
鵬
所

史
　
学
　
　
研
　
究
　
会

振
替
京
都
○
｝
〇
七
〇
よ
丁
五
一
五
五
番

理
事
長
　
　
金
　
　
田
　
章
　
　
裕

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
励
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
通
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
　
購
　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）
四
月
～
九
日
（
土
）
　
午
前
～
○
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
三
〇
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
環
境
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
開
会
の
挨
拶
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
金
田
章
裕

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
趣
旨
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
川
高
志

　
総
合
司
会
・
進
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
澤
透

第
一
部
　
環
境
を
生
き
る
一
水
と
生
業
の
歴
史

　
司
会
進
行
　
吉
川
真
司

　
報
告
一
　
井
黒
　
忍
（
東
洋
史
）
　
　
「
山
西
省
呂
梁
山
脈
南
麓
の
欝
欝
灌
概
方
式
に
見
る
欠
水
問
題
へ
の
対
応
－
明
清
時
代
の
水
利
石
刻
を
も
と
に
」

　
報
告
一
一
橋
本
道
範
（
日
本
史
）
　
　
「
日
本
中
世
に
お
け
る
水
辺
の
環
境
と
生
業
に
つ
い
て
」

第
二
部
　
環
境
を
変
え
る
一
住
環
境
と
自
然
環
境
を
め
ぐ
る
施
策
と
思
考

　
司
会
進
行
　
田
申
和
子

　
報
告
一
二
　
祖
田
亮
次
（
地
理
学
）
　
　
門
ボ
ル
ネ
オ
の
環
境
改
変
と
『
先
住
民
暁
社
会
」

　
報
告
四
　
北
村
昌
史
（
西
洋
史
）
　
　
「
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
ベ
ル
リ
ン
の
住
環
境
」

　
報
告
五
　
水
野
祥
子
（
工
○
世
紀
学
）
門
大
戦
無
期
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
危
機
論
の
形
成
」

第
三
部
　
環
境
と
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
甲
丁

閉総コココ司
会ムメメメム
羅玉叢蓬

拶論oo）行
南
川
高
志

松
井
　
章
（
考
古
学
）

川
本
正
知
（
西
南
ア
ジ
ア
史
）

鶴
見
太
郎
（
現
代
史
）

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
懇
親
会
（
参
加
無
料
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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